
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊松協働支援センターだより ・“結
ゆ

 い
い

”  
～～～ 笑顔で暮らせる 持続可能な地域づくり ～ 

 

“ 

令和４年 3 月 17 日 

豊松協働支援 

センター発行 

第 ５４号

 

 

  

終
点 

起
点 

「とよまつ総合センター」が完成…・豊松協働支援センターは玄関を入って左側通路奥の右にあります。 

１階東側（玄関入って左奥側）の小会議室へ「居宅介護支援事業所とよまつ」が入ります。 

「牛舎で個展開催中」豊松地区有木地域にある赤木敬史さん所有の牛舎画廊を訪ねました。 
 

入口には手書きで「赤木敬史の描いた絵画を牛舎内へ展示しています。ご自由に入って 

見てください。」と空き箱の蓋に書いた紙が紐からぶら下がっていました。興味深く中に入 

ると，偶然にも赤木さん８７歳が牛の世話をされていたので，お話しを伺いました。 

 

年季の入った木造牛舎の中には，長々と区画割りがされた鉄枠が並び，その一角に黒毛 

和牛が１頭飼われていました。牛は，以前は１５頭くらい飼育していましたが，年月の経 

過と共に，今ではすっかり高齢となったことに加え，昨年末に飼育中の牛との接触事故に 

よる骨折もあり，飼育している５頭の内４頭を手放されました。 

あたりを見わたすと，空きスペースを利用したべニアの壁には，牛の世話をしている姿を 

描いた油絵や闘牛が戦う様子の水墨画等が５作品（作品のサイズ〔Ｓ５０〕116cm四方や 

〔Ｆ５０〕116cm＊90cm等々と大きな絵）が並び，その奥には色紙大（色紙・４号・は 

がき…等）の絵画がずらりと展示されていました。 

赤木さんは油木高校で教壇に立っておられましたが，高校時代から美術を学び興味を持っ

ておられ，趣味の絵画を共通とされていた同僚の益村指導教諭の影響もあり，また，小学生の頃から農業に関心があ

ったことから，繁殖牛を基軸とした農業経営を決意し，思い切って高校教員を昭和４９年に退職，繁殖牛経営の傍ら，

牛や風景などを題材とした絵画の制作に取り組まれました。 

 

 

 

 

 

これまでに多くの絵画を仕上げ，郡美展や県美展にも出品し，度々入選するなど多くの実績を残されています。 

中でも，老人福祉センターに展示されている「牛馬供養田植」は‘９３ふくやま絵画プロジェクト公募「備後を描

こう」で特別賞を受賞されました。また，２００５年（平成１７年）には福山市で個展も開かれております。 

赤木さんから皆さんへ 

今までに取り組んできた成果をご覧いただきたいとの思いで，１月から毎月絵画の入れ替えをしながら牛舎の個展

を開いておりますので，少し田舎でありますが，是非とも足を運んで楽しんでもらえたらと思います。 

牛舎の個展場所は，豊松協働支援センター（0847-84-2226）までお尋ねください。 

【住所変更】移転により豊松協働支援センターは４月１日から「神石高原町下豊松７４１番地」となります。 

【閉館告知】豊松基幹センターは，３月３１日をもって閉館となり，使用ができなくなります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪
か
き
用
「
ス
コ
ッ
プ
」
を
頂
き
ま
し
た 

立
春
も
過
ぎ
三
月
も
目
前
と
な
っ
た
と
い 

う
の
に
、
極
寒
と
積
雪
に
困
っ
て
お
ら
れ
る 

方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
お
見
舞
い
申
し
上 

げ
ま
す
。 

 

先
日
、
壊
れ
た
黄
色
の
柄
の
雪
は
ね
ス
コ 

ッ
プ
の
代
わ
り
に
新
し
い
青
い
柄
の
ス
コ
ッ 

プ
が
「
使
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
保
育
所
に
置 

か
れ
て
い
ま
し
た
。
お
名
前
が
な
い
の
で
お 

礼
を
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
旧
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
の
除
雪
も 

し
て
頂
き
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
こ
の
書
面 

を
持
っ
て
お
礼
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。「
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」 

 

子
ど
も
達
は
、
毎
日
、
降
り 

積
も
っ
た
雪
で
そ
り
遊
び
や
雪 

投
げ
、
雪
遊
び
な
ど
雪
を
満
喫 

し
て
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
保
育 

所
に
来
て
も
ら
い
、
元
気
な
姿
を
見
て
頂
く 

こ
と
が
出
来
な
く
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

も
し
、
子
ど
も
達
が
散
歩
中
の
姿
を
見
か
け 

ら
れ
ま
し
た
ら
、
声
か
け
や
手
を
振
っ
て
頂
け

た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。「
ど
こ
か
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
が
お
話
し
し
て
く
れ
た
よ
！！
」
な
ど
と
、

散
歩
か
ら
の
土
産
話
を
聞
く
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。 

子
ど
も
達
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
終
息
し
、
保
育
所
に
来
て

頂
き
、
子
ど
も
達
の
元
気
な
姿
を
見
て
一
緒
に

触
れ
あ
っ
て
頂
け
る
日
が
一
日
も
早
く
来
ま
す

様
願
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
２
月
２４
日 

と
よ
ま
つ
保
育
所
一
同 

 

      

豊松協働支援センター 
●申込み・お問い合わせは 

【電話 ０８４７(８４)２２２６】 
     

 

フェイス

ブック 
ホーム

ページ 
見てね❤ 

  

●
豊
松
小
学
校
サ
ポ
ー
ト
会 

 

４
月
１４
日
（
木
）
午
後
１
時
１０
分 

 

持
参
物
・
シ
ュ
ー
ズ
・
マ
ス
ク 

 

当
面
の
行
事
（
４
月
） 

【ちょっといっぷく】 

Q天気予報で時々出てくる「首都圏」

と「関東地方」どちらが広い？ 

A 首都圏です。 

関東地方の範囲は東京都，千葉県，

埼玉県，神奈川県，茨城県，栃木県，

群馬県の１都６県です。 

首都圏は，関東地方に山梨県が加

わります。 

[悩みの相談窓口] 

コロナに感染かも 

電話 082-513-2567 

こころの悩み 

電話 082-221-4343 

訪問販売，勧誘電話 

電話 0847-89-3088 

生活困窮など 

電話 0847-89-3335 

３密を避けよう！ 

タイムスリップ（続編）学校編 村制１００周年米見の山に育まれ写真集より 
●豊松尋常高等小学校           ●上豊松小学校              ●前豊松小学校（下豊松教場） 

（旧豊松中学校跡 昭和２６年）      （現 上豊松コミセン前 昭和６年）    （現 野菜集荷場付近 昭和 30年頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●笹尾尋常小学校             ●有木尋常小学校 

（現 笹尾プラザ付近 昭和 10年頃）    （現 ビレッジハウス仁吾川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時
の
流
れ
と
共
に
刻
々
と

形
は
変
化
し
、
次
世
代
へ
と

引
き
継
が
れ
る
。
先
人
の
思
い

築
い
て
き
た
も
の
を
し
っか
り
引

継
ぎ
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
私
た
ち
の
選
択
が
将

来
を
左
右
し
て
い
く
。
私
は
そ

の
一
員
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

編集担当より 

令和３年度から令和４年度の担当

へバトンタッチします。 

引き続き“結い”のご愛読をどう

ぞよろしくお願いいたします。 


